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A 警告 I まをのために 


ソニー製品はま全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、間違った使 
いかたをすると、火災や感電などにより人身事 
故になることびありを険です。事故を防ぐため 
になのことを必ずお守りください。 



まをのためのを意事頃を巧る 


3〜5ページのま意事項をよ < お読み< ださい。 
製品全般のま意事項び記載されています。 

6ページの「使用上のごミ主意」をあわせてお読 
み < ださい。 


定期的に点検する 


設置時や1年に1度は、電源コードに傷みびな 
いか、コンセントと電源プラグの間にほこりび 
たまっていないか、プラグびしっかり差し込ま 
れているか、などを点検してください。 


巧障した6ほわない 


動作びおかしくなったり、キャビネットや電源 
コードなどび破損しているのに気づいたら、す 
ぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓□に 
修理をご依頼 < ださい。 


万一、異常が起をた5 


変な音*においが 
した6、 

煙が出た5 


〇電源を切る 
〇 電源プラグをコン 
^ セントか6巧く 

〇お質い上げ店また 

I 十ソ —ー サードフ 

窓 aui 修理を依頼 
する 



警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、 
次のよラな表示をしていま 
す。表示の内容をよく理解 
してから本文をお読みくだ 
さい。 

|/ K 危哟 

この表示のま意事項を守ら 
ないと、火災•感電-破裂 
などによ0死 t や大けびな 
どの人身事故び生じます。 


A 警告 

この表示のを意事項を守5 
ないと、火災-感電などに 
よ0死 t や大けびなど人身 
事故の原因とな0ます。 

IA ミ主意 I 

この表示のま意事項を守ら 
ないと、感電やその他の事 
故によ0けがをした0周辺 
の家財に損害をちえた0す 
ることびあ0ます。 


注意をおず記号 

A\ 

火災 感電 


行為を禁止ずる記号 

0 ® 

禁止 分辭禁止 

巧独禁止 めれ手禁止 

欄-お読-する記与 

〇 C 

指 巧 3ラグをコン 

セントから巧く 
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A 警告 


底 A 

义災 感電 


下記のま意事項を守5ないと义災 • 
感電により死 t や大けがの原因とな 
りまず。 


電源コードを傷つけない 


電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となりま 
す。 


設置時に、製品と壁や棚との間にはさみ込んだりし 
ない。 

電源コードを加工したり、傷つけたりしない。 

重いちのをのせたり、引っ張ったりしない。 
熱器具に近づけない。加熱しない。 

移動させるとさは、電源プラグを振く。 

電源コードを掠 < とさは、必ずプラグを 
持って损く。 

■►万一、電源コードび傷んだら、お買い上げ店また 
はソニーサービス窓□に交換をご依頼ください。 


0 

禁止 


湿気やほこり、油煙、湯気のをい場 
所や、直射曰光のあたる場所には置 
かない 


上記のよラな場所に置<と、火災や感電の 
原因となることびあ0ます。特に風呂場な 
どでは絶対に使用しないでください。 


0 

禁止 


内部に水や異物を入れない 
本機の上に熱器具、花瓶など液体び 
入ったものや□ーソクを置かない 

火がや感電の危険をさけるために、本機を水のかかる 
場所や湿気のある場所では使用しないで下さい。ま 
た、本機の上に花瓶などの水の入ったちのを置かない 
で下さい。 

本機の上に、例えば火のついた□ーソクのよラな、火 
炎源を置かないで下さい。 

—►万一、水や異物び入ったとさは、ずぐに 

本体の電源ボタンを切り、電源プラグを (\J 
コンセントから扳を、お買い上げ店また ^ 
はソニーサービス 窓□にごネ目談 < ださ 
い。 


キャビネットを開けたり、分解や改 

造をしない 

火災や感電、けびの原因となることびあり 
ます。 


一内部の点検や修理はお買い上げ店また 
はソニーサービス窓□にご依頼くださ 
い。 

分解禁止 

雷が鳴りだした5、本体や電源プラ 

グに軸れない 

感電の原因となりまず。 

(S) 

接触禁止 

本機を曰本国外で使わない 

交流10 0 V の電源でお使いください。海外 
など、異なる電源電圧の地域で使用ずると、 
火が-感電の原因とな0ます。 

〇 

指 


ガス管にアース線やアンテナ線をつ 
なびない 


义災や爆発の原因とな D ます。 


0 
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A 注意 


下記のを意事項を守らないと I すが i を 
したり周辺の家財に損害を与えたり 
ずることびありまず。 


上に乗ったり、座ったりしない 

落ちてけびの原因となることびあります。 
また、本機を傷める原因となります。 


0 


めれた手で電源プラグにさわ5ない 

感電の原因となることびあ0ます。 

めれ手袋止 



風通しの悪い所に置いたり、通風孔 
をふさいだりしない 


0 

禁止 


巧をかけたり、毛足の長いじゅラたんや巧 
団の上または機器を本箱や組み込み式キャ 
ビネットのよラな通気び妨げられる狭いと 
ころに設置しないで下さい。壁や家具に密 
接して置いて、通風孔をふさぐなど、自然放熱の妨げ 
になるよラなことはしないでください。過熱して火災 
や感電の原因となることびあります。 


大音量で長時間つづけて聞かない 

耳を刺激するよラな大をな音量で長時間つづけて聞く 
と、聴力に悪い影響をちえることびあります。 

—► 呼びかけられたら気びつくくらいの音量 
で間をましよラ。 

禁止 


0 


安定した場所に置< 

ぐ6ついた台の上や傾いた所などに置くと、 
製品が落ちてけびの原因となることびあり 
ます。また、置を場所、取り付け場所の強 
度も充分に確認してください。 


0 

禁止 


電源プラグは抜さ差ししやずいコン 
セントに接続ずる 

本機は容易に手び届くよラな電源コンセン ^ 

卜に接続し、異背び生じた場合は速やかに ■■ 
コンセントか娜いて下さい。腸、ホ機 
の電源スイツチを切っただけでは、完全に tsw 

電源から切り離せません。 


コード類は正しく配置ずる 

電源コードや AV ケープルは足にひっかけ 
ると機器の落下や転倒などにより、けびの 
原因となることびあ0ます。充分に注意し 
て接続、配置して<ださい。 


0 

禁止 


移動させるとき、長期間使わないと 
さは、電源プラグを抜く 


長期間使用しないとをは安全のため 
電源プラグをコンセントから损いて 
ください。絶縁冀化、漏電などによ 
り火災の原因となることびありまず。 


C 

つラグをコン 
セントから巧く 


お手入れの際、電源プラグを抜< 


電源プラグを差し込んだままお手乂 
れをすると、感電の原因となること 
びあ0ます。 


つラグをコン 
セントから巧く 
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電おにごいてのまを上の 
ごま意 


液漏れ-破裂-発熱による大け 
た X や失明を避けるため、下記のま意 
事項を必ずお守りください。 


A 危険 


A 警告 


電池のおが漏れたとまは 


素手で液をさわ5ない 

電池の液び目に入ったり、身体やな服につ 
くと、失明やけび、皮膚の炎症の原因とな 
ることびあります。液の化学変化により、 
時間びたってから症状び現れることもあり 
ます。 


接触禁止 


必ず次の処理をずる 


吟液び目に入ったとをは、目をこずらず、 
すぐに水道水などのされいな水で充分洗 
し1、ただちに医師の治療を受けて<ださ 
い。 


〇 

指示 


—► 液び身体や衣服についたとさは、すぐにをれいな 
水で充分洗い流して<ださい。皮膚の炎症やけび 
の症状びあるとさは、医師に相談してください。 


電池は乳幼児の手の届かない巧に置< 


-► 電池は飲み込むと、窒息や胃などへの障 
害の原因となることびありまず。 

■►万一、飲み込んだとをは、ただちに医師 
に相談して < ださい。 


0 

禁止 


電池を乂の中に入れない、加熱•分 
解-改造-巧電しない、水でめ5さ 
ない 


破裂したり、液び漏れたりして、けびやや 
けどの原因となることがありまず。 


0 

禁止 


指定な外の電池を使わない、新しい 
電池と使用した電池または種類の違 
ラ電池を混ぜて使わない 


電池の性能の違いにより、破裂したり、液 
び漏れたりして、けびややけどの原因とな 
ることびあ0ます。 


0 

禁止 


+と一の向きを正しく入れる 

十と一を逆に入れると、ショートして電池 
び発熱や破裂をしたり、液び漏れたりして、 
けびややけどの原因となることびあります。 
■►機器の表示に合わせて、正しく入れてく 
ださい。 


〇 

指示 


使い切ったときや、長時間使用しな 
いときは、電池を取り出ず 


電池を入れたままにしておくと、過放電に 
より液び漏れ、けびややけどの原因となる 
ことがあります。 


〇 

指巧 
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使用上のごを意 

設置場所について 

次のよラな攝所には置かないでください。 

• ぐらついた台の上や不を定な所。 

• 毛足の長いじゅラたんや巧団の上。 

• 湿気のをい所、風通しの悪い所。 

• ほこりの多い所。 

. 特殊な塗装、ワックス、油脂、溶剤などび塗られ 
ている床に本機を置くと、床に変色、染みなどび 
残る場をびありまず。 

• 直射曰光び当たる所、温度び高い所。 

• 極端に寒い所。 

• チューナーやテレビ、ビデオデッキから近い所。 
(チューナーやテレビ、ビデオデッキといっしよ 
に使用するとを、近<に置くと、雑音び入った 
り、映儘び乱れたりずることびあります。特に室 
内アンテナのとをに起こりやすいので屋外アンテ 
ナの使用をおすずめします。） 

• 電子レンジや大をなスピーカーなど、強力な磁気 
を発するちのの近<。 

設置時のごま意 

本機は、 A イパワーアンプを搭載しています。その 
ため、本機背面の通風孔をふさぐと、内部の温度び 
上昇し、故障の原因となることびありまず。通風孔 
を絶対にふさびないでください。 

音量を調整ずるときは 

ディスクはレコードと比べ、が常に雑音びかなく 
なっています。レコードをかけるとをのよラに音声 
の入っていない部分の雑音を聞をながら音量を調整 
すると、思わ插大をな音び出て、スピーカーを破損 
するおそれびお0ます。 

演襄を始める前には、音量を必ずルさ<しておさま 
しよラ。 

ステレオを聞<とさのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみになる 
とさは、離近所に迷惑びかからな 
レよラな音量でお聞をください。 

特に、夜はかさめな音でを周囲に 
はよく通るをのです。 

窓を閉めたり、ヘッドホンをご使 
用になるなどお互いにむを配り、快い生活環境を守 
りましよラ。このマークは音のエチケットのシンポ 
ルマークで ず。 


本機のお手入れのしかた 

キヤビネットの巧れは、柔らかい巧で拭いて<ださ 
い。 シンナー やベンジン、 アルコール などは表面を 
傷めますので使わないでください。 

テレビ画面に色む6び起きた6 

本機のスピーカーによりテレビ画面に色むらび起を 
た場含は、テレビの電源を切り、15〜3日分渡に再 
びスイッチを入れてください。それでち色むらび残 
るとをは、スピーカーをさらにテレビから離してく 
ださい。 
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この取扱説明書につ 
いて 

この取扱説明書では、 U モコンのボタンを 
使った操作説明をを体にしています。 

U モコンと同じなまえの本体のボタンわ同じ 
よラに使えます。 

商標について 

本機はドルビー* 1 デジタルデコーダーおよびドル 
ビープ□□ジック川）アダプティブマト IJ ックス 
サラウンドデコーダー、 MPEG -2 AAC ( LC ) デ 
コーダー、 DTS がデコーターを搭載しています。 

ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づを 
製造されています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro 
Logic 、" AAC " 口づ及びダブル D 記号はドル 
ビーラボラト IJ ーズの商標です。 

が米国パテントナンパ‘一: 5,4己1,942; 

己，956,674; 5,974,380; 5,978,762; 
6,487,535の実施権、及び米国、世界各国で取 
得済み、または出願中のその他の特許に基づを 
製造されています。 DTS および DTS Digital 
Surround は DTS ， Inc . の登録商標です 。 DTSn 
ゴ及び記号は DTS ， Inc . の商標です。眞 1996- 
2008 DTS , Inc . お断複写-転載を禁じます。 

本機は、 High-Definition Multimedia Interface 
CHDMI™) 技術を搭載しています。 

HDML HDMI □ユ及び High-Definition 
Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing LLC 
の商標または、登録商標です。 

"ブラビア U ンク"および"巨 RAVIALink " □二 f 
は、ソニー株式を社の登録商標です。 

"プレイステーション"は株式会社ソニー•コン 
ピュータエンタテインメントの登録商標でず。 

" x . v . Color " および " x . v . Color " 口づは、ソニー 
株式会社の商標でず。 
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接続とを摘 


同お品をおかめる 


• サブウーファー （1) 



• FM ワイヤーアンテナ （1) 



• スピー カーコー ドに) 



• 光デジタルコードに. 5m) 

( 1 ) 



• リモコン （ RM-AAU118) 

( 1 ) 



. 単3乾電池 （2) 

• 取扱説明書（本書） （1) 

• 保話書 （1) 

• ソこ一ご相談窓口のご案内 

( 1 ) 


U モコンに電池を入れる_ 

付属の U モコンを使って、本機を操作することびでさます。+と一の向さを合わせて、単3乾電 
池（付属）2個を入れてください。 U モコンは本機の U モコン受光部（固）に向けて操作してく 
ださい。 



ごを意 

• 高温、多湿の場所を避けて保管して<ださい。 

• 新しい乾電池と使った乾電池を混ぜて使わないで<ださい。 

• 乾電池を交換するとをは、異物び入らないよラにご注意ください。 

• U モコンを使ラとをは、 U モコン受光部に直射曰光や照明器具などの強い光び当たらないよラにご注意<だ 
さい。 I 」モコンで操作でをないことびあります。 

• 長い間 I 」モコンを使わないとさは、液漏れや破裂を避けるために乾電池を取0出してください。 



















本機を設置する 

下図は本機とスピーカーの設置のしかたの例です。 

スピーカー（左） スピーカー（ち) 



ごを意 

• サブウーファーの背面にちのを置いて、通風孔をふさびないでください。 

• サブウーファーのグ U ルネッ ト をふさびないで<ださい。 

• U モコンの信号を受信しやすくずるために、サブウーファーはラックなどの前方に揃えて置くことをおすす 
めしまず。 

スピーカーを効果的に使用ずるには 

左ちのスピーカーを U スこングポジションから等距離 （〇 と 包） に設置してください （0.0m か 
ら7.日 m)。 


スピーカー（左） スピーカー（ち) 



• 左ちのスピーカーの間隔は、スピーカーと U スニングポジションの距離と同じにして<ださい（左ちのス 
ピーカーと U スニングポジションで正三角あを描くよラに）。 

• 左ちのスピーカーの間隔び日.6メー トルじ(上となるよラに設置してください。 

• スピーカーはテレビの前方に設置してください。スピーカーとの間に障害物を置かないでください。 
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• スピーカーは前方正面に向けて設置してください。斜めに向けて設置しないで<ださい。 


正しい設置方法 誤つた設置方法 



• 音の反響を防ぐため、スピーカーはラックなどの前方に設置することをおずすめします。 
側面 

おすすめする設置方法 


ド々7/777/777/777ノ 777 

スピーカーコー ドを スピーカーに つなぐ 

スピーカー コー ドのコネクターはスピーカーの種類に合わせて色分けされています。コネクター 
は本機背面にある同じ色のスピーカー端子へつないでください。 

スピーカーコードはスピーカーの端子に正しく接続してください。グレーのスピーカーコードは 
+端テへ、黒いラインの入ったグレーのスピーカーコードは一端テへつなざます。スピーカー 
コードの被覆部をスピーカー端テに挟み込まないよラにつないでください。 


スピーカー 背面 



巧のぺージへつつ< 
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平 6 な場所にスピーカーを設置する 

スピーカーび 振動で動かないよラに、左ち のスピーカーの 底面に付属の スピーカー パッドを貼つ 
て < ださい。 



フ□アスタンドにスピーカーを取り付ける 

別売りのフ□アスタンド （WS-FV11) を使用すると、より自由にスピーカーを設置することび 
でさます。詳しくはフ□アスタンドの取扱説明書をご覧ください。 

スピーカーを壁に取り付ける 

下記の手順でスピーカーを壁に取り付けることがでさます。 

1 スピーカー背面の巧に含ラ市販のネジを用意する。 


\\\\\\\\\\\\\\g> , 


4 mm 


I* - 

25 mmL ソ上 



スピーカー背面の巧 

2 壁にネジをとめる。 

ネジが壁から己 mm から7 mm 突を出すよラにとめてください。 
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3 スピーカー背面の巧をネジにかける。 


スピーカー 背面 

ごを意 

• 壁の材質や強度に合わせたネジを使ってください。壁の材質によっては破損ずる恐れびあります。ネジはお 
部分にしっかりと固定してください。スピーカーは補強された壁に水平に取り付けてください。 

• 販売店や工事店に依頼して、安全性に充分考慮して確実な取り付けを行って<ださい。 

• 取り付けの不備、取り付け強度不足、誤使用、天がなどによる事故、損傷につ定ましては、当社は一切責任 
を負いません。 


巧のぺージへつづ< 


S 4.6 mm 

10 mm 


国な部か倫！！ 


や 
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スピ■力一をつなぐ_ 

スピーカー コー ドのコネクターはスピーカーの種類にをわせて色分けされています。コネクター 
は本機背面にある同じ色のスピーカー端子へつないでください。 



サブウーファー 
背面 


14 





















































HDMIS 甫子びある機器をつなぐ 

HDMI ケーブルを使って、他の機器とつなぐことをおすすめします。 

HDMI を使ラと、簡単に高音質と高画質び楽しめます。 

HDMI 接続をしたときに便利な HDMI 機器制御については、「"プラビアリンク"機能とは？」 
(34 ページ）をご覧ください。 

すべての機器を本機につないでから、本機の電源コードを壁のコンセントにつないでください。 


テレビ、プロジェクターなどをごなぐ 


テレビ、プ□ジェクターなどの音声を本機で聞くには、テレビ、プ□ジェクターなどの音声出力 
と本磯の音靑入力を、光デジタルコードまたはアナ□グ音靑コードでつないでください。 



〇アナ□グ音声コード（別売） ピ^:信号の流れ 

©光デジタルコード（付属） 

© HDMI ケーブル（別売） 


次のページへつづぐ 

15 


圓 ！か！ 


























































ごま意 

• テレビの音声出力を本機の光 TV 入力端子と音声入力端子に同時につないだ場合、光 TV 入力端子からの信号 
び優先されます。 
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ブルーレイデイスクプレーヤー（レコータ ー ）、"プレイステーシヨン 3" 
DVD プレーヤー（レコーダー)、衛星放送チューナー、ケーブルテレビ 
チューナーなどをつなぐ 


プルーレイディスクプレーヤー（レ 
コーダー)、"プレイステーション 3" 


音声/映像信号 


■恥 ■ 

HDMI 




DVD フレーヤー 
(レコーダー) 


宣声/映像 
信号 


HDMI 




衛星放送チューナー、 
ケーブルテレビチューナー 


音声/映像信号 msm 

HDMI 





HDMI 端子の接続について 

• High Speed HDMI ケーブルをご利用下さい。 

Standard HDMI ケーブルの場を、108 Op の映像び正しく表示できない場をびあります。 

• 認証を受けた HDMI ケーブルまたはソこ一製の HDMI ケーブルをおすすめします。 

• HDMI ケーブルでつないだ機器の映像びをれいに映らなかった0、音び出ないとさは、つない 
だ機器側の設定をご確認ください。 

• HDMI 端テか5の音声信号（サンプリング周波数、ビット長など）は、つないだ機器によ0制 
限されることびあ0ます。 

• つないだ機器か5の音声出力信号のチャンネル数やヴンプ U ング周波数び切り換え5れた場 
合、音青が途切れることびあります。 

• つないだ機器び著作権保護技術 （HDCP) に対応していないために、本機の HDMI TV 出力端 
子の映像や音青が乱れた0再生でさない場合びあります。このよラな場合は、つないだ機器の 
仕様をご確認ください。 

• HDMI-DVI 変換ケーブルの使用はおすすめしません。 

次のぺージへつづぐ 
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•TV、DIGITAL 1、 DIGITAL 2. FM、AM または DMPORT の入力を選んだときは、前回選ん 
でいた入力の映像び表示されます。 

. 本機は HDMI Ve「siorM.3 で拡張された "x.v.Color" 伝送に対応しています。 
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HDMI 端子びない機器をつなぐ 

HDMI 端子のない DVD プレーヤー（レコーダー)、衛星放送チューナー、ケーブルテレビチュー 
ナー、"プレイステーシヨン 2" などは、本機の光0に1て八1_1入力端子か同軸0に1下八[_2入力端 
テへ つないでください。 

光デジタル音声出力端子のない衛星放送チューナーやケーブルテレビチューナーは、本機の同軸 
DIGITAL 2入力端テへつなざます。この場を、すべてのケーブルを接続する必要はあ0ません。 
お使いの機器にあわせてアナ□グ音声コードをつないでください。 

本磯の電源コードは最後につなざます。 


他の機器をが DIGITAL 1入力端子につなぐ 


テレビ、フ□ジェクターなど 


DVD プレーヤー(レコーダー)、‘プレイステーシヨン 2 "， 
衛星放送チューナー、ケーブルテレビチューナーなど 



:信号の流れ 


〇アナ□グ音声コード（別売）包光デジタルコード（付属） 
©光デジタルコード（別売） 


巧のぺージへつづ< 
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•=^ :信号の流れ 

©アナ□グ音声コード（別売） 

©光デジタルコード（付属） 

©同軸デジタルコード（別売） 

ごを意 

• テレビの音声出力を本機の光 TV 入力端テと音声入力端子に同時につないだ場合、光 TV 入力端子からの信号 
び優先されます。 
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つないだ機器の音声出力を設定する 

つないだ機器の音靑出力設定によっては、2チャンネルの音声フォーマットとしてのみ、音靑が 
出力されることがあります。この場合、マルチチャンネルの音声フォーマット （PCM、DTS、 
Dolby Digital. AAC) で音声を出力するように、つないだ機器を設定してください。音声出力 
の設定については、つないだ機器の取扱説明書をご覧ください。 
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アンテナをつなぐ 


AM ループアンテナをつなぐ_ 

アンテナは AM 放送を受信しやすいお状、長さになっています。はずしたり、丸めたじしないで 
ください。 

1 ループ ) になっている部分のみをプラスチックスタンドか5は 
ずず。 

2組み立てる。 

台を起こし、溝に差しこみます。 



3 AM アンテナ端子にアンテナコードをつなぐ。 

レバーを指で押しながら、コードの （*) の部分を差し込んでください。 
コードはどちらの端モにもつなぐことがでさます。 



• 雑音の原因になるため、 AM ループアンテナは本機や他の AV 機器の近<に置かないで<ださい。 

ちょっと 一言 

• AM 放送の受信状態び良<ないとをは、付属の AM ループアンテナの向をや位置を受信状態の良い方向 
や位置へ変えてください。 

4アンテナコードを輕く引いてみて、しっかりつなびれたことを確認ずる。 
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FM ワイヤーアンテナをつなぐ 


FM ワイヤーアンテナを FM 75 Q 同軸アンテナ端子につなざます。 


サブウーファー 
背面 



ごを意 

• FM ワイヤーアンテナをつないだ後は、受信状態の良い向をを探してください。 

• FM ワイヤーアンテナを壁にはるとをは、受信状態の良い壁面を探して<ださい。 

• FM ワイヤーアンテナは束ねたまま使わないで<ださい。 

• FM ワイヤーアンテナは奧まで確実に差し込んでください。 

ちょっと一言 

• FM 放送の受信が態び良くないとさは、市販の7日 n 同軸ケーブルを使って、本機と屋外アンテナをつなざま 
す。 


サブウーファー 
背面 



入。’. 1 

〜。— 

<=* *=* ,— . 1 


n n 

rv An :& な 1 け 

いけ 


。優） 

■n 





屋外アンテナ 


圓 ！か！ 
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その他の機器をつなぐ 


デジタルメディアポートアダプターをつなぐ_ 

デジタルメディアポート端子 （ DMPORT 端子）につないだ機器の音声を本機で楽しむことびで 
をます。 

本礫の電源コードは最後につないでください。 



ごを意 

• 本機の電源び入っているときは、デジタル方ディアポートアダプターをなさ差ししないでください。 

• デジタルメディアポートアダプターを差し込むとさは、コネクターとデジタルメディアポート端モ 

( DMPORT 端子）の矢印が向かい合っていることを確認してください。デジタル^ディアポートアダプター 
を取り外すときは、〇を押しなびらコネクターを扳いてください。 
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再を 


各部の名前と働を 

詳しい説明は （） 内のページをご覧ください。 


サブウーファー（本機) 


サプウーファー上面 



乱 


Y 


田|/の（電源） ボタン 


固 VOLUME 宿 量） +/- ボタン 



本磯の電源を入/切します。 

回 INPUT SELECTOR (入力切換）ボタ 
ン 

再生する入カソースを選びます。 
ボタンを押すたびに、入カソースは次の 
よラに切り換わります。 

TV 一 巨 D 一 DVD 一 SAT/CATV 一 
DIGrTAL 1 一 DIGITAL 2 一 FM 一 
AM 一 DMPORT 一 TV--- 


本機の音量を調節します。 

囲回（リモコン受光部） 

U モコンをここに向けて操作してくださ 
い。 

固 表示窓 

本機の状態を表示します。 


次のページへつづ< 
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表示窓（サブウーファー) 



の POWER / ACTIVE STANDBY 

1；1下のよラに点なします。 

緑： 電源が入っているとさ。 

消な： 電源が切れているとさ。 

オレンジ：本機の電源は切れていて、 HDMI 機器制御機能はオン（入）のとを。 

回音声フオーマット表示 

本機に入力されている音声フオーマットび点灯します。 

回 SLEEP (54) 

ス U —プタイマーを設定したとさに点滅します。 

团 TUNED (41) 

ラジオ局を賣信したとさに点灯します。 

固 HDMI (15、 56) 

HDMI 対応機器を使っているときに点灯します。 

固 ST/MONO (41) 

ラジオを受信したとを、ステレオまたはモノラルのラち、現在使われている音声入力が点口 
します。 

团 COAX/OPT 

COAX (同軸入力）または OPT (光入力）のラち、現在使われている音声入力が点灯しま 
す。 

图 MUTING 

消音機能び有効になっているとをに点灯します。 

回メッセージ表示領域 

音量や選ばれている外部入力、入力された音声信号の種類などを表示します。 

圆 AAC (52) 

AAC 受信時に点口します。 

圆 NIGHT (33) 

ナイトモードのとをに点灯します。 
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リモコン_ 

付属の u モコンを使って、本機を操作するこ 
とびでをます。つないだ機器の操作について 
は、44ページをご覧くださし、。 

ごを意 

• リモコンは、本機の U モコン受光部（回） 
に向けて操作してください。 


ちょっと 一言 

• 数字ボタンの5、および音量+ボタン、►-ボタン 
には、凸点（突起）が付いていまず。操作の目印 
として、お使いください。 



田]電源ボタン 

本機の電源を入/切します。 

图入カボタン 

使用する機器を選びます。 

工場出荷時は、ソこ一製機器の操作びで 
きるよラ設定されています。お使いの機 

器に合わせて設定を変更することびでさ _ 

ます。詳しくは「リモコンの入カボタン 
に登録された機器を変更する」 （48 ペー 31 

ジ）をご覧ください。 \ff 

固ナイトモード 

ルさい音量でち音響効果やセリフの明瞭 
さを失わずに音声を楽しめます （33 ペー 
ジ)。 


团サウンドフィールドボタン 

お好みのサウンドフィールドを選びます 
(32 ページ)。 

固アンプメニュー 

本機のメニューを表おします （49 ペー 
ジ)。 


固消音ボタン 

消音します。 

囚音量 +/- ボタン 

音量を調節します。 

[U <■、个 、*、 

仁、个、み、 ボタンを押して設定を選び、 
@ボタンで決定します。 
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テレビの電源を入れて、番組を 
選ぶ。 

詳しくはテレビの取扱説明書をご覧く 
ださい。 

本機の電源を入れる。 

リモコンの TV (白）ボタンを 
押ず。 

音量 +/— ボタンで音量を調節 
ずる。 


テレビの音声を聞< 



•電源 


•音量 +/- 


ちよつと一言 

• テレビのスピーカーからを音び出ていることびお 
ります。この場合は、テレビの音量を最ルにして 
<ださい。 


2 3 4 
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つないだ機器の音声 
を聞< 


〇 〇 


1^11 m 

OjB ~- 


TV BO OVD SAT/CATV 

0000 

DIQITAL1 DIGITAL ZfUrntK、DMP0RT 

巧"揖。岡 Q 

トツフにユーにユー HDD DISC 

■ 0 0 Q 

•—デジタム 目 S CS 


7す□ブ-巧上-胃をレ 

•測き 

•の■の*の〇 

ナイトモ-ド 

TT ^ . r §~^ ( > 

ヴ 

'(TTi Tb ^ 'CO 

で：/*(二!- 

•QD *QD *QD ( S > 

/O / つ,巧 /« ミ 


，ンロイ-ルド 

( S -- 



チでン3ルー ホ-ムチ中シ字ル+ 

プリ e ット—_フラッシュ_プリ e ッ S+ 

广…) (■*■•} い广…) 


© ^叫 の 

TV -時惇止 译止 

〇 © 0 


-電源 

•入カボタン 


•サウンド 

フィールド 


•音量+/— 


衛星放をチユーナ ー/ ヶーブルテ 
レビチューナーの音声を楽しむ_ 

1 テレビの電源を入れる。 

詳しくはテレビの取扱説明書をご覧く 
ださし、。 

2 衛星放送チューナ ー/ ヶーブル 
テレビチューナーと本機の電源 
を入れる。 

3 リモコンの SAT / CATV ボタン 

を押ず。 

4 テレビの入力を切り換える。 

詳しくはテレビの取扱説明書をご覧く 
ださし、。 

5 音量 +/— ボタンで音量を調節 
ずる。 


ちょっと一言 

• テレビのスピーカーか己を音び出ていることびあ 
D ます。この場合は、テレビの音量を最ルにして 
<ださい。 


ブルーレイディスク / DVD / 
"プレイステーシヨン 3" を楽しむ 

1 テレビの電源を入れる。 

詳しくはテレビの取扱説明書をご覧く 
ださい。 

2 ブルーレイディスク / DVD プ 
レーヤー(レコーダー)、また 
は"プレイス テーシヨ ン 3" と 
本機の電源を入れる。 

3 リモコンの BD または DVD ボタ 
ンを押ず。 

4 テレビの入力を切り換える。 

詳しくはテレビの取扱説明書をご覧く 
ださい。 

5 ディスクを再生ずる。 


次のページへつづぐ 
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ちょっと一 •言 

• Dolby True HD、Dolby Digital Plus 、 DTS - 
HD に対応した接続機器で、これらの音源を再生 
しても、本機は Dolby Digi ね I または DTS として 
対応します。これらの高品質サウンドフオーマツ 
卜を聞<とを、可能であればつないだ機器の出力 
設定をマルチチヤンネル PCM にしてください。 


デジタル端モ （ DIGITAL 1入力 
または DIGITAL 2入力）につな 
いだ機器を楽しむ 

光デジタル接続をした機器を楽しむ時は 
DIGITAL 1ボタンを、同軸デジタル接続を 
した機器を楽しむ時は DIGITAL 2ボタンを 
巧します。 

1 つないだ機器と本機の電源を入 
れる。 

テレビの電源を入れ、テレビの入力を 
切0換えると、つないだ機器からの映 
像信号びテレビ画面に表示されます。 
詳しくはテレビの取扱説明書をご覧< 
ださい。 

2 DIGITAL 1または DIGITAL 2 
ボタンを押ず。 

3 つないだ機器を再生し、本機の 
音量を調節ずる。 


デジタルメディア 
ポート （ DMPORT ) 
の機能 

デジタルメディアポート （DMPORT) の機 
能を使って、ポータブルオーディオプレイ 
ヤーやコンピューターなどのソースを楽しむ 
ことびでをます。 

デジタル ディアポートアダプターの接続に 
ついては、 r その他の機器をつなぐ」に4 
ページ）をご覧ください。 

デジタルディアポートアダプター （TDM- 
NVV1 日、 TDM-BT10) は扫リ売0です。 

ごを意 

• デジタルメディアポートアダプター L ツ外のアダプ 
夕一などを DMPORT 端子につなびないでくださ 
い。 

• U モコンで本機の電源を切ってからデジタルメ 
ディアポートアダプターをはずして<ださい。 

• 電源び入っている状態で、本機にデジタルメディ 
アポートアダプターをつないだり、はずしたりし 
ないで < ださい。 
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デジタルメディアポートにつない 
だ機器を楽しむ 



〇 〇 


Kii 


IMPORT 

0 -- 


0000 

DI 日け AU DIGITAL 2 TUNER 

0 0 0 _ 

i^8D/DV 口^ 

トップ:*二；!- >ニュー HDD DISC 

0000 

P すけ-巧上-デジ柳 M CS 
■揣表 

*QD *CO *CO CD 

ナイ h モ ーK 

• n ~^ .CT^ ^ 

サ）ンドフィ-ルド 

•の*の*の口 

_ _ _リンブタニご一 

*QD*QD*QD < s > 

/〇 n ' s ? /s 定 

• •ツール/ . 

面面表ち スブシヨン■おさ 



チサン？ルー 巧-ムチザンみレ+ 

ブリだットー_フラッシュ_フリ C ット+ 

(" づ C**J 6^) 

里局一^再ま 里局+ 

© (~^ © 

TV -時停止 宙化 

〇 © © 


-DMPORT 


リモコンの DMPORT ボタンを 
巧ず。 

つないだ機器を再生ずる。 


ちよつと一言 

• MP 3 音声トラックやその他の圧縮された音声 
ファイルを聞くとさは、サウンドフィールドの 
Portable Audio をおすすめします。表示窓の表 
示は 「 P . AUDIO 」 です （32 ページ)。 
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サラウンド機能 


サラウンド効果を楽 
しむ 


サウジドフイールドを選ぶ_ 

本機ではマルチチヤンネルサラウンド効果を 
楽しむことびでさます。お好みのサウンド 
フイールドを選んでください。 



サウンド 

フィールド 


ヴウンドフィールドボタンを巧ず。 

本機の表示窓に現在のヴウンドフィールドび 
表示されます。 

サウンドフィールドボタンを押すたびに、表 
示び次のよラに切0換わ0ます。 
STANDARD 一 MOVIE 一 DRAMA 一 
NEWS 一 SPORTS 一 GAME 一 MUSIC 
一 LIVE 一 P.AUDIO 一 STANDARD--- 


サウンドフィールドの種類 


ヴウンドフイ- 

-ルド効果 

STANDARD 

どんなソースにち幅広 
く対応します。 

MOVIE* 

セ U フび聞さ取りやす 
く、迫力のあるヴウン 
ドと臨場感び楽しめま 
す。 

DRAMA* 

テレビドラマに適した 
音質で楽しめます。 

NEWS* 

アナウンサーの声び聞 
き取りやすい、ク U ア 
な音亩です。 

STORTS* 

解説び聞さ取りやす 
く、歓声などびヴラウ 
ンドで聞こえ、臨場感 
び楽しめます。 

GAME* 

ゲームに適した迫力あ 
るサウンドと臨場感び 
楽しめます。 

MUSIC 

音楽番組や音楽系のブ 
ルーレイディスク、 

DVD に適した音質で楽 
しめます。 

LIVE 

ライブを場の雰囲気を 
楽しめます。 

P. AUDIO* 

携帯用ミュージックプ 
レーヤーで再生される 
MP3 などの圧縮された 
ソースに適していま 
す。 


* 入カボタンで 「 DMPORT 」 を選択しているとを 
は、表示されません。 

**「 DMPORT 」 を選択しているとをのみ表示され 
ます。 


ちょっと 一言 

• 電源コードを抜いてを、本機は各入力で最後に選 
んだヴウンドフィールドを記憶します。 

•「 CTRLHDMI 」 び rONj のときに、ソニー製 
テレビの U モコンのシアターボタンを巧すと、サ 
ウンドフィールドび 「 MOVIE 」 に切り換わりま 
す（一部のソニー製テレビをのぞ<)。 
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かさな音量で聞 < 

(ナイトモード） 

ルさい音量でわ音響効果やセ U フの明瞭さを 
失わずに音靑を楽しめます。 


TV TVS 面雷：戸 
シ PS- 入力巧篇 AVS® ^の 

〇 〇 Ch^O 

SYSTEM STANDBY 

TV 80 DVD SAT/CATV 

0000 

0IGITAL1 DIGITAL 2 TUNER DMPORT 

0000 

I - 80/DV 口- 1 

トツなニユーに;!一 HDD DISC 

0000 

?比フ■•巧上-ち劝レ BS CS 

•の•の * CD CD 

ナイトモード 

•の* G 3 •の CS - 

ウウンドつィ-)レド 

•CT^ ^ 

ロンかニュー 

.織 : J ■消音 

0 

•音量 


*qd*qd*qd ( 

の 化'? /あ定 



を （ 

里局一 再ち 里局+ 

け L *") 0 

TV -時挣止 博と 

〇 © 0 


■ナイト 

モード 


ナイトモードボタンを巧ず。 

ナイトモードボタンをもラー度押すとオフ 
(切）になります。 


ちょっと一•言 

• AUDIO DRC ほ日ページ）を使ラと、ルさな音 
量でちドルビーデジタルを楽しめまず。 









ブラビアリンク"機能 


"ブラビアリンク"機 
能とは？ 

HDMI 機器制御機能（"プラビア U ンク"）に 
対応しているソこ一製品を HDMI ケーブル 
祐 IJ 売）でつなぐと、下記のよラに操作を簡 
単に行ラことびできます。 

• ワンタッチプレイ：ブルーレイディスク/ 
DVD プレーヤー（レコーダー）などの機 
器を再生すると、本機とテレビの電源が自 
動的に入り、 HDMI 入力に切0替わ0ま 
す。 

• システムオーディオコント□ール：テレビ 
の視聴中、音靑の出力をテレビのスピー 
カーで行ラか、本機のスピーカーで行ラか 
を選ぶことができます。また、本機のス 
ピーカーから音声を出力しているとさに、 
テレビの U モコンを使つて本機の音量の調 
整、消音びでさます。 

• 電源オフ連動：テレビの電源を切ると、本 
機とつないだ機器の電源わ同時に切ること 
びでをます。 

• オートジャンルセレクター：デジタル放送 
の番組情報に PG 情報）を取得して、番 
組のジャンルに応じたサウンドフィールド 
に自動的に切0替わ0ます。 

"ブラビア U ンク"は、 HDMI 機器制御を搭 
載したソこ一のテレビやブルーレイディスク 
/DVD プレーヤー、 AV アンプなどに対応し 
てレます。 

HDMI 機器制御は、 CEC (Consumer 
曰 ectronics Control) で使用されている、 
HDMI (High-Definition Multimedia 
Interface) のための相互制御機能の規格で 
す。 


ごを意 

• の機能は、業界標準規格に準拠した他社製品 
と接続した場合にち動作しますび、その動作につ 
いての保証はいたしかねます。 

ーワンタッチプレイ 
ーシステムオーディオコント□ール 
一電源オフ連動 

• の機能は、"ブラビアリンク"とその機能に 
対応した機器でのみ動作します。 

ーオートジャンルセレクター 
• つないだ機器の設定によっては、 HDMI 機器制御 
機能び働かないことがあります。詳しくは、お使 
いの機器に付属の取扱説明書をご覧ください。 
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"ブラビア u ンク"の 
準備をする 

"ブラビア U ンク"を使ラには、本機とつな 
いだ機器の HDMI 機器制御機能をオン（入） 
に設定して下さい。 HDMI 機器制御機能に対 
応している ソニー 製テレビをお使いの場合、 
テレビの HDMI 機器制御機能の設定を行ラ 
と、本機やつないだ機器の HDMI 機器制御機 
能ち連動して設定されます。 



1 本機とテレビ、つないだ機器び 
HDMI ケーブル（別売）でつな 
びれていることを確認ずる。 

(各機器は HDMI 機器制御機能 
に対応している必要びありま 
ず。） 

2 本機とテレビ、つないだ機器の 
電源を入れる。 


3 つないだ機器の映像がテレビに 
映るように、テレビの HDMI 入 
力と本機の入力 （ BD 、 DVD ま 
たは SAT / CATV ) を切0換え 
る。 

4 テレビの HDMI 機器制御機能を 
オン（入）に設定ずる。 

本機とつないだ機器側の HDMI 機器制 
御機能び同時にオン（入）に設定され 
ます。設定中は 「SCANNING」 が表 
示窓に表示され、設定が完了すると、 
表示窓に 「COMPLETE」 び表示され 
ます。 

「 SCANNING 」、「 COMPLETE 」 が表示 

されないとさは 

本機とつないだ機器の HDMI 機器制御を個別 
にオン（入）に設定してください。 

1 アンプメこューボタンを押す。 

2 个を繰り返し押して rSETHDMU を 
表示させ、©または4を巧す。 

3 个を繰り返しホ甲して rCTRLHDMIJ 
を表示させ、©または4を押す。 

4 个を巧して、 「ON」 を選ぶ。 

5 アンプメこュ ー ボタンを押す。 

アンプ方ニュー画面表示び消え、 HDMI 機器制 
御機能びオン（入）になります。 

6 HDMI 機器制御機能を使用したい機器の 
入力 （BD、DVD または SAT/CATV) を 
本機で選択する。 

7 つないだ機器の HDMI 機器制御をオン 
(入）にする。 

つないだ機器の設定については、お使いの機器 
に付属の取扳説明書をご覧<ださい。 

本機に再生機器を追加した0、再接続する 
とさは 

「"プラビアリンク"の準備をする」や 
「「SCANNING」、「COMPLETE」 び表示さ 
れないとをは」」の手順をわラー度行ってく 
ださい。 


巧のぺージへつつ< 


H m 强 
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个 / んを繰り返し押して rSET 
HDMIJ を表示させ、©または 
を}甲ず。 

个/んを押して 、 「CTRLHDMU 
を選び、©または4を巧ず。 

个/んを押して、 rOFFJ を選ぶ。 

アンプ メニュー ボタンを巧ず。 

アンプメニュー画面表示が消えます。 


ごを意 

• 本機の HDMI 機器制御機能の設定中は、システム 
オーディオコント□ール機能は作動しません。 

• テレビの 「HDMI 機器制御機能」によって、つ 
ないだ機器の HDMI 機器制御機能を同時に設定で 
さない場合は、つないだ機器の分ニューから 
HDM I 機器制御機能を設定してください。 

• テレビやつないだ機器の設定については、お使い 
の機器の取扱説明書をご覧ください。 

ちょっと一•言 

• お買い上げ時の本機の HDMI 機器制御機能は、才 
ン（入）に設定されています。 


HDMI 機器制御機能をオフ（切） 
にずる_ 

"ブラビアリンク"に対応していない機器や、 
HDMI 端子のない機器をつないでいるとをな 
どは、本機のアンプメこユーで HDMI 機器制 
御機能をオフ（切）に設定してくださし、。 



1 アンプメニューボタンを押ず。 


ブルー レイディスク 
や DVD を楽しむ 

(ワンタッチプレイ） 

つないだ機器を再生ずる。 

本機とテレビの電源び自動的に入0 、 HDMI 
入力に切0替わ0ます。 

ごを意 

• テレビによっては、コンテンツの開始部分び出力 
されないことびあ0まず。 

ちょっと一言 

• 本機の電源がオフ（スタンバイ）のときでも、テ 
レビに HDMI 信号び伝をされて、つないだ機器の 
映織と音声をテレビで楽しむことびでさます。こ 
のとき、 POWER/ACTIVE STAND 目丫ランプは 
オレンジ色に点なしています。 


2 3 4 5 
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アンプ メニュー ボタンを巧ず。 

个/んを繰り返し押して rSET 
HDMIJ を表示させ、©または 
4を巧ず。 

个/んを繰り返し押して 

rSOUND.FIELDJ を表示さ 
せ、©または4を巧ず。 

个/んを押して、設定を選ぶ。 

•「 AUTO 」 ：デジタル放送のテレビ番 
組のジャンルに応じてサウンド 
フィールドび自動的に切0換わ0ま 
す。 

•「 MANUAL 」 ：サウンドフィールド 
ボタンで選んだサウンドフィールド 
で、音青を出力します。 

アンプ メニュー ボタンを巧ず。 

アンプメニュー画面表示び消えます。 


ちよつと一言 

• テレビの U モコンを使って、本機の音量を調節し 
たり、消音ずることびでさます。 


デジタル放送のジャンルに応じ 
て、サラウンド効果を自動的に切 
り換える（才ートジャンル七レク 
ター） 

視聴中のデジタル放送の番組情報 （ EPG 情 
報）を取得して、番組のジャンルに応じたヴ 
ウンドフィールドに自動的に切り換えること 
びでをます（オートジャンルセレクター対応 
のテレビをお使いの場をのみ)。 


扣ンロイ-ル 

•の•の•の CD 

_ _ _のかニュ- 

•QD *QD *QD 

/〇 の」？ /坦ミ 


巧のぺージへつつ< 


すイトトド 

•t 4 J *( 5 °J ゾ6 ) I ) 


TV 

シタターん力切巧 

〇 〇 


TV 至面 ® .'15 
AV 宝お亨^'了' 

OtO - 


0 0 0 0 

、ッ7に:!- 乂ニコー HDD DISC 

〇 Q 口 CD 

脯-む-巧卵 BS 表 

CD 


テレビの音声を本機 
の スピーカー で楽し 
む 

(システムオーデイオコントロール） 

簡単な操作で、テレビの音声を本機のスピー 
カーから楽しむことがでさます。詳しくはお 
使いのテレビの取扱説明書をご覧ください。 


—入力 
ポタン 



•電源 


•アンプ 
メニュ - 


本機の電源を入れる。 

本機のスピーカーから音声が出ます。本機の 
電源を切ると、テレビのスピーカーから音声 
び出ます。 

ごを意 

• 本機の電源を入れる前にテレビの電源が入ってい 
る場合、テレビの音声がしばらく途切れることび 
あじます。 

• お使いのテレビびシステムオーディオコント□一 
ルに対応していないと、この機能は働をません。 


TV BD DVD SAT/CAT' 

0 0 0 0 


12 3 4 5 
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O 个を繰り返し押して 「VOL 
LIMIT 」 を表示させ、贷または 
■> を押ず。 

4 个を押して設定値をミ夫める。 

ボタンを巧すごとに、設定値び切〇換 
わります。 

MAX 一 49 一 48 .'…2一 1一 
MIN 


アンプメニユーボタンを押す。 

个を繰り返し押して rSET 
HDMIJ を表示させ、©または 
4を押す。 


5 アンプメニューボタンを押ず。 

アンプメニュー画面表示び消えます。 
ご注意 

• 音量制限機能は、 HDMI 機器制御機能びオン 
(入）のとをのみ作動しまず。 

• この機能は、音声出力び本機からテレビに切り換 
わるとさには働をません。 

ちょっと一言 

• 設定値は、通常お間さの音量よりかしかさくする 
ことをおすすめしまず。 

• 設定値の大ささにかかわらず、本機とリモコンの 
音量—ボタンを使って音量を調整でをます。 

• この機能を使用しない場台は、 「MAX」 を選択し 
て < ださレ。 


リモコンの入カボタンを®ラ^ 

HDMI 機器制御機能びオン（入）のとさ、入 

カボタン（巨 D 、 DVD 、 SAT / CATV ) は次 

のよラに作動します。 

• 巨口、 DVD 、 SAT / CATV ボタン：押すだ 
けで、テレビ入力ち自動的に切0誓わ0、 
選んだ再生磯器の映像をテレビで見ること 
びでさます。 

ちょっと一言 

• 入カボタンを押して、つないだソニー製機器を操 
作することびでをます。詳しくは「つないだ機器 
を U モコンで操作する」 （44 ページ）をご覧くだ 
さい。 


番組情報対応表 


番組情報 
(EPG 情報） 

才ー ト ジャンルセレ 
クターで切り換わる 
サウンドフィールド 

ニュース/報道 

NEWS 

スポーツ 

SPORTS 

情報/ワイドショー 

STANDARD 

ドラマ 

DRAMA 

音楽 

MUSIC 

バラエティ 

STANDARD 

映画 

MOVIE 

アニメ/特撮 

STANDARD 

ドキュメンタリー 

STANDARD 

劇場/公演 

MUSIC 

趣味/教育 

NEWS 

福祉 

NEWS 

その他 

STANDARD 

スポーツに S) 

SPORTS 

洋画に S) 

MOVIE 

邦画 （CS) 

MOVIE 

情報なし 

STANDARD をし < 

は、前回のサウンド 
フィールドび保持され 
ます。 

ごを意 

• 番組情報 （EPG 情報） 

に応じてサウンドフイー 

ルドび切り換わるとを、 

まず。 

音び途切れることびあ0 

音量制旧おおをほラ 


システムオーディオコント□ールび作動中 
に、音声出力がテレビから本機に切0換わる 
と、本機の音量によっては大さな音び出るこ 
とびあります。こラしたことを防ぐために、 
本磯に切0換えた後の音量を制限することび 
でさます。 
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アンプメニユーボタンを押ず。 

个を繰り返し押して rSET 
HDMIJ を表示させ、任)または 
4を巧ず。 


巧のぺージへつづぐ 


テレビと本機 、つな 
いだ機器の電源を切 
る 

(電源オフ連動） 

テレビの U モコンでテ レビの電源を切ると、 
本機とつないだ機器の電源ち自動的に切るこ 
とがでをます。また、本機の U モコンで テレ 
ビの電源を切ったとさわ、本機とつないだ機 
器の電源を自動的に切ることがでをます。 



• AV 電源 


TV (黄色）ボタンを巧しなび5、 
AV 電源ボタンを巧ず。 

テレビと本機、つないだ機器の電源が切れま 
す。 

ごミち意 

• 本機やつないだ機器の状態によっては、つないだ 
機器の電源を切れない攝合びありまず。 詳し< 

は、各機器の取掘説明書をご覧ください。 


省電力機能をほう 

"ブラビアリンク"に対応したテレビをお使 
いのとさは、テレビの電源を切ると 、 HDMI 
信号の伝送を停止して、本機のスタンバイ時 
の消費電力を削減することびでさます。 



’アンプ 
にユ- 
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个 / んを繰り返し巧して、 
「POWER SAVE 」 を表示さ 

せ、©または4を巧ず。 

个/んを押して、設定を選ぶ。 

• roNj :スタンバイ時の省電力機能 
を使ラ。テレビの電源びオン（入） 
のとさのみ、 HDMI 信号の伝送を行 
います。 

• rOFFJ :スタンバイ時の省電力機能 
を使わない。本機の電源びオフ（ス 
タンバイ）のときでも、常に HDMI 
信号の伝送を行います。 


アンプ メニュー ボタンを巧ず。 

アンプメこュー画面表示が消えます。 




メニュー ボタンを巧ず。 

手順2〜8を繰り返して、他の 
放送局を登録ずる。 


プリセツト番号を変えるには 

手順3か5操作をする。 


4 个 / んで 表示窓の 「 Memory ?」 
を選ぶ。 

5 ©を押ず。 

プ U セツト番号び表示窓に表示されま 
す。 


6 个 / んで プリセツト番号を選ぶ。 


ちょっと 一言 

• 数字ボタンを押して、プ U セット番号を選 
ぶことちでをまず。 

7 ©を}甲ず。 

放送局び登録されます。 


ラジオ 


放送局を登録する 
(プリセット） 

FM 局を20局と AM 局を10局登録でをます。 
よく聞く放送局は登録しておくと便利です。 
受信を始める前に、音量を最ルにしてくださ 
い。 


© 


TV TV ち面 TO.-IS 

V 巧一 入力切ち AViaf 

〇 〇 〇〇 

SYSTEM STANDBY 


DVD SAT/CATV 


0 0 0 0 

田扭 TALI DIGITAL； TUNER DMPORT 

O Q 0 Q 

r—SD/DV 口^ 

トツかニユ-にユー HDD D に C 

0 0 0 0 

? す的-田上-デジ狐 BS CS 

■欄ま 

• Q 3 'CO *CO CD 
•rT~^ .rsit T6~^ ( ^ 

サ。ン K フイールド 

•の*の*の口 

7ンブX二つ一 

•QD*QD * 風 @ 

/〇 /ワリリ /な去 

• •ツール/ . 

画面表示 ホ巧/ヨン•お音 

娘 Q 



チサンネルー の-。チ巾ンネル+ 

ブ U だットー_フラッシュ フ U 它ット+ 

< ■ づ广 *• J < ■ づ 

里局一 再ち 虽 g+ 


.TUNER 


. メニュ - 


.選局+/— 


〇 


TUNER ボタンを巧ず。 

TUNER ボタンを巧すたびに、 「 FM 」 

と 「 AM 」 が切り誓わります。 

選局 + / — ボタンを押し続け、 
自動選局び始まった5離ず。 

周波数表示が変わっていを、放送局を 
受信すると、選局が自動的に止ま0ま 
す。表示窓に 「 TUNED」、rSTJ (ステ 
レオプ□グラムのとさ）が点なします。 


8 9 


メニューボタンを押ず。 
































ラジオを聞 < 

先に「放送局を登録する（プリセット)」 
(41 ページ）で放送局を登録してください。 


画面表71^ 


TV 了 V軍お雷；居 
シ P 夕一乂力の» AV まぶ 

〇 〇 〇〇 

SYSTHH STANDBY 

TV BD DVD SAT/CATV 

0 0 0 0 

DIGITALI DIGITAL 2 TUNER DMPORT 

留。，。这 みの 

卜けにユ-に：!一 HDD DISC 
0 0 0 0 

巧的-巧上-デジタル BS •溫^ 

•Q3 'CO *03 CD 

ナイ^モー!^ 

• rr *^ . mt ( > 

的。ロイ-ルド 

•Cl~\ ^ 

7 ンブ: it 二 a- 

•QD*QD*QD & 

/O 'ワリリ /g 左 

面ちち 末だ/ヨン•お音 

〇 


■TUNER 



メニュ ー 


選局 + /- 


1 TUNER ボタンを巧ず。 

最後に受信した放送局び賣信されます。 
TUNER ボタンを押すたびに、 「 FM 」 

と 「 AM 」 が切り誓わります。 

2 プリセット +/- ボタンを繰り 
返し押して、登録した放送局の 
中か5聞きたい放送局を選ぶ。 

ボタンを巧すごとに登録した放送局を1 
局ずつ探していさます。 

数字ボタンを押して、登録した放送局 
の番号を選ぶことわでさます。 

3 音量を調節ずる。 


ラジオを消すには 

U モコンの電源ボタンまたは本磯の1/む（電 
源）ボタンを押す。または他の入カフアンク 
シヨンに切り換えます。 


登録していない放送局を聞くには 

手順2で手動または自動で受信します。 

手動受信は、 U モコンの選局+または一を繰 
り返し押します。 

自動受信は、 U モコンの選局+または一を押 
し続けます。自動受信は放送局を受信すると 
自動的に停止します。自動受信を止めるとを 
は選局+または一を押してください。 

FM 放送の受信状態が良<ないとさには 

FM 放送の受信状態び良くないとさは、モノ 
ラル受信を選びます。ステレオ受信ではあり 
ませんが、聞をやす<な0ます。 

1 メこューボタンを押す。 

2个 / んで 表示窓の 「FM Mode ?」 を選び、 
©またはを押す。 

3个/んで 「 MONO 」 を選ぶ。 

表示窓に 「 MONO 」 び点なします。 
お買い上げ時の設定は下線の項目です。 

• STEREO :ステレオ放送をステレオ受 
信します。 

• MONO :モノラル受信します。 

4 @を押す。 

5 メこューボタンを押す。 


ちょっと一言 

• 受信状態を良くするには、付属のアンテナの向を 
や位置を蜜えてみて < ださい。 
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TUNER ボタンを押ず。 

最後に受信した放送局び受信されます。 
TUNER ボタンを巧すたびに、 rFM 」 

と 「 AM 」 び切り替わります。 

プリセツト +/- ボタンを繰り 
返し押して、名前をつけたい放 
送局を選ぶ。 

メニューボタンを押ず。 


个/んで表示窓の 「Name In ?」 
を選ぶ。 



任)を押ず。 


«■、个、で名前をつける。 

个 /* で文字を遅び、 ■» を巧して力ーソル 
をなへ動かします。文字、数字、記号 
を入力することびでさます。 

間違えて入力したときは 

変更したい文字び点滅するまで、繰り 
返し卜片を巧し、个 /* で正しい文字を違 
ぶ。 

任)を押ず。 

表示窓に 「 Complete !」 び表示され、 
放送局の名前び登録されます。 


貧録したがち局に名前をつける 


登録した放送局に名前をつけることびでさま 
す。これらの名前 (rxYzj など）は、放送 
局が選ばれたとさに表示窓に表示されます。 
文字は8字まで入力でをます。 

登録した放送局には、それぞれひとつの名前 
しか登録でさません。 


表示窓で放送局の名前や周液数を 
見る_ 

本機の入カフアンクシヨンび 「 FM 」 または 
「 AM 」 のとさ、表示窓に周波数を表示させ 
ることびでをます。 

画面表示ボタンを巧ず。 

画面表示ボタンを押すたびに、表示窓は次の 
よラに切り誓わります。 

© 放送局名* 

⑤周波数** 

* 放送局を登録して、名前をつけているとをに表示 
されます。 

** 数秒経過後に放送局名表示に戻じまず。 



8 メニューボタンを押ず。 

ちょっと一 •言 

• 画面表示ボタンを繰り返し押すと、表示窓で周波 
数を確認することびでをます。 
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3 4 


5 6 
















設定 


つないだ機器を u モ 
コンで操作する 

ソこ一 製の機器を本機のリモコンで操作でき 
ます。つないだ機器によっては、操作でをな 
い場合びあります。そのよラなときは、各機 
器の U モコンから操作してください。 



共通する操作 


リモコンの 

ボタン 

機能 

回 電源 

本磯の電源を入/切しま 

(電源オン/ス 

す。 

タンバイ） 

图電源ボタンと田 TV 電 
源/ AV 電源ボタンを同時 
に押すと、本磯と化のソ 
ニー製機器の電源を同時 
に切ります（システムス 
タンバィ)。 

スタンバイ時の省電力設 
定 

「 CTRL:HDMU で 
「 ON 」 に設定し、 

「POWER SAVE 」 で 
rONJ に設定します （39 
ぺージ)。 

回入カボタン 

使用する機器を選びます。 
工場出荷時は、ソニー製 
磯器の操作びでさるよラ 
に設定されています。 
設定を変更するには、 

「1」モコンの入カボタンに 
登録された機器を変更す 
る」 （48 ページ）をご養 
<ださい。 

团サウンドフイー 

サウンドフィールドを選 

ルド’ 

びます。 

图アンプメニュー 

メニューを表示窓に表示 
させるときに巧します 
(49 ページ)。 

因]; 肖音 

消音機能を有効にします。 

をラー度回消音ボタンを 
巧すと、音芦び出力され 

9 〇 

1121 音量 +/— 

音量を調節します。 

回运） 

♦/*/*/♦ 

矢印ボタンを押して項目 

を選びます。続いて©を 
押して、選択を決定しま 
す。 
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衛星放送チューナーを操作するには 共通する操作 


ボタン 

機能 

固確定 

選択を確定します。 

画メニュー/ 

ホーム 

メニューを表のします。 

画チヤンネル 
+/- 

チヤンネルを切り換えます。 

選局 + / — 

放送局を選局します。 

圃径） 

♦/*/♦/* 

矢印ボタンを巧して項目を選 
びます。続いて©を巧して、 
選択を決定します。 

圃画面表お 

テレビ画面に衛星放送チュー 
ナーの情報を表示します。 

画ク U ア 

文字入力を間違えたとさに、 
取り消すことびでさます。 

DMPORT (デジタルメディアポート）を 
操作するには 

ボタン 

機能 

画 1 ◄◄/ ►w 

前または次のトラックを再生 
します。 


早戻しまたは早送りをしま 
す。 

► (再生） 
/II (一時停 
止、ち ラー 
度巧すと通 
常再生に戻 
る）/■(停 
止） 

再生を開始/一時停止/停止 
しホ'す。 


つないだ機器を操作ずるには 

1 入カボタン图 （ TV 、 目 D 、 DVD 、 SAT / 
CATV ) を押して操作したい機器を選ぶ。 
選んだ入カボタンに登録された機器び操作でを 
るよラにな0ます。 

2 次の表を参照して、操作する。 


ボタン 

機能 

田 TV 電源 

AV 電源 

(電源オン/スタン 
バイ） 

本磯の U モコンで操作 
びでさるソニー製のテ 
レビまたはオーディ 
才、ビデオの電源を入 
/切します （48 ペー 
ジ)。 

图電源ボタンと田 TV 
電源/ AV 電源ボタン 
を同時に巧すと、本機 
と他の機器の電源を同 
時に切ります（システ 
ムスタンバイ）。 

面確定 

選択を確定します。 

國数字ボタン 

チヤンネルやトラック 
を数字で選びます。 

回© 

♦/*/♦/* 

矢印ボタンを巧して項 
目を選びます。続いて 
©を巧して、選択を 
決定します。 

テレビを操作ずるには 

黄色の印刷や黄色の点がついたボタンは、圆 
TV (黄色）ボタンを押したまま、それぞれ 
のボタンを押して操作してください。 

ボタン 

機能 

因 CS 

110度 CS デジタル放 
送に切り換えます（ボ 
タンを巧すたびに 
CS 1/ CS 2 に切り曽 
わります)。 

臣 S 

BS デジタル放送に切 
り換えます。 

固 ま組表 

地上デジタル放送で番 
組表を表おします。 

圆ツール/オプシヨ 
ン 

さまざまな視聴オプ 
シヨンの設定和ソース 
や再生画面に応じた調 
整をします。 

面]; 肖音 

消音します。 

回 音量+/— 

音量を調節します。 

回 メニュー/ホーム 

基本の操作を一覧表示 
します。 



n 


次のページへつづ< 
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ボタン 

機能 

画 チヤンネル +/— 

チヤンネルを切り換え 

9 〇 

旧 戻る 

ひとつ前の表示画面に 
戻ります。 

圃径） 

♦/♦/♦/* 

矢印ボタンを押して項 
目を選びます。続いて 
©を巧して、選択を 
決定します。 

函 画面表示 

テレビ画面上に情報を 
表汀^します。 

國 数字ボタン 

チヤンネルを選びま 
す。图確定ボタンを 
巧すとすぐに切り換わ 
ります。 12 UI 上の 
チヤンネル番号を入力 
するとをは、2析、3 
お目をすばや<押しま 
す。 

國 地上デジタル 

地上デジタル放送に切 
り換えます。 

地上アナ□グ 

地上アナ□グ放送に切 
り換えます。 

國 シアター 

シアターボタンに対応 
したソニー製テレビに 
つないでいる場合、映 
画に適した設定を自動 
的に行ないます。 

また、本磯とテレビを 
HDM 愼続して、 

HDMI 機器制御機能び 
オン（入）の場を、自 
動的に本磯の音声出力 
に切り換えます。 

國 TV 入力切換 

入力を切り換えます。 


ブルー レイデイスクレ コーダー /DVD レ 
コーダーを 操作するには 


ボタン 

機能 

团 

HDD 

HDD を選びます。 


DISC 

ディスク（ブルーレイ 
ディスク/ DVD ) を 
選びます。 

因 

メニュー/ホーム 

基本の操作び一覧表示 
されます。 

回 


チャプターをスキップ 
します。 


フラッシュ^ • 

現在、または録画した 
番組を見ている間に 
ジャンプで前に戻りま 
す。 


フラッシュ •* 

録画した番組を見てい 
るときにジャンプで先 
に送ります。 


►W 

次に再生可能なチャプ 
ターにジャンプしま 
す。 



再生中のディスクの早 
戻し/早送りをしま 
す。 


► (再生） /II 

再生を開始/一時停止 


( 一時停止、をつ一/停止します。 


度押すと通常再生 
に戻る）/■(停 
止） 


固 

© 

♦/♦/寺/* 

矢印ボタンを押して項 
目を選びます。続いて 
©を巧して、選択を 
決定します。 


國 BD / DVD ^ ニュートップ;><ニュー/ディ 
BD / DVD トップメスク六ニューを表示し 
ニュー ます。 
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ブルーレイディスクプレーヤー / DVD プ 
レーヤーを操作するには 


ボタン 

機能 

因 

メニュー/ホーム 

基本の操作び一覧表示 
されます。 

囲 

1 

チャプターをスキップ 

1> cK 9 〇 


フつツソユ ^ • 

ジャンプで前に戻りま 
す。 


フつツソユ•今 

ジャンプで先に送りま 
す。 



再を中のディスクの早 
戻し/早送りをしま 
す。 


► (再生） /II 
(一時停止、ちラー 

再生を開始/一時停止 
/停止します。 


度巧すと通常再生 
に戻る）/■(停 
止） 


0 运） 

♦/*/♦/* 

矢印ボタンを押して項 
目を選びます。続いて 
©を巧して、選択を 
決をします。 

國 BD / DVD メニュー 

トップ y ニュー/デイ 

BD / DVD トップメ 

スクメニューを表示し 

ニユー 

よ9 〇 

HDD / DVD コンボを操作するには 

ボタン 

機能 

团 HDD 

HDD を選びます。 

DISC 

DVD を選びます。 

因メニュー/ホーム 

基本の操作び一覧表お 
されます。 


ボタン 

機能 

圓 W/W 

チャプターをスキップ 
します。 

フラ ッシュ^ • 

ジャンプで前に戻りま 
す。 

フラ ッシュ •* 

ジャンプで先に送りま 
す。 


再生中のディスクの早 
戻し/早送りをしま 
す。 


► (再生） /II 再生を開始/一時停止 
( 一時停止、ちつ一/停止します。 

度押すと通常再生 
に戻る）/■(停 
止） 


E 任） 

♦/*/♦/* 

矢印ボタンを巧して項 
目を選びます。続いて 
©を巧して、選択を 
決定します。 


國 BD/DVD メニュー 

トップ;)< ニュー/デイ 

熙 

臣 D/DVD トップメ 

スクゾニューを表示し 

巧 

ニユー 

ます。 


衛星放送 （ CS デジタル）チューナーを操 
作するには 


ボタン 

機能 


固ま組表 

番組表を表のします。 


回メニュー/ホーム 

基本の操作び一覧表示 
されます。 


巧 © 

♦/*/♦/* 

矢印ボタンを巧して設 


定を選びます。続いて 
©を巧して、選択を 
決定します。 



ごま 意 

• 機器によっては、上記の操作びでをなかったり、 
説明されている通りに動かない場合びあります。 

• 上記の説明は基本的な操作の一例でず。つないで 
いる機器によっては操作でをないか、または表と 
は異なった動作をする場をびあります。 


ちょっと 一言 

• 数字ボタンの日および音量+、►-には、凸点（突 
起）び付いています。操作の目印として、お使い 
<ださい。 


47 





































て） 

にュ ー / 

ホ—ムチ f ン3ル+ 
つラッシュ_フ IJ たツト+ 

t 一）い ♦ J 

_再ち ま局+ 

0 © 

-時停止 培止 

るる 


。巧ゎレド 


•cT^ *CO 'CJJ 

*qD*QD*QD 

の /9 リ？ /is 


•CO * Ci 3 'CO 


c :> 




I BD の V。 1 

h ツな二;!一 乂ニユ- HDD DISC 

Q O O O 

P すロブ-曲上-デジみレ BS CS 

、•測表 

•の•の*の〇 


TV TVS! 雷：居 
，几ち一 入力切巧 AVS 巧 

Q の ChB- 

SYSTEM STANDBY 


リモコンの入カボ 
タンに営録された 
機器を変更する 

お使いの機器に合わせて、入カボタンの設定 
を変更することびでをます。 

例：ブルーレイディスクプレーヤーを DVD 
端テにつないだとさ、 DVD ボタンでブルー 
レイディスクプレーヤーを操作でさるよラに 
言受定します。 

U モコンの TV (白）ボタンは、テレビ！;(が 
の機器に設定でさません。 

ごを意 

•TV、 目 D、DVD、SAT/CATV の各入カボタンに 
割0当てることがでさます。 


TV 

入力切換 


TV (白) 


数字ボタン- 


—電源 





曰至— 


設定したい入力の入カボタンを 
巧し続ける。 

例： DVD ボタンを押し続ける。 


L 次の表を参照して、設定したい 
機器のボタンを巧ず。 

例：数字ボタンの3を押す。 

DVD ボタンでブルーレイディスクプ 
レーヤーを操作でさるよラになります。 

お使いの機器を TV 、 BD 、 DVD 、 SAT / 
CATV ボタンに対応させるには 


機器 

数字ボタン 

DVD プレーヤー 

( U モコンモード： DVD 1) 

1 

DVD レコー与一 

( U モコンモード： DVD 3)1) 

2 

ブルーレイディスクプレーヤー 
(1」モコンモード： BD 1) 

3 

ブルーレイディスクレコーダー 
( U モコンモード： BD 3) 2) 

4 

TV 3) 

己 

TV 4) 

6 

衛星放送 （ CS デジタル） 
チューナー 

7 


1 ) お買い上げ時は、 DVD ボタンに登録されています。 
ソニー製 DVD レコーダーは DVD1 または DVD3 
で操作でさます。詳しくは、 DVD レコーダーの 
取掘説明書をご覧ください。 

2) お買い上げ時は、巨 D ボタンに登録されています。 

巨 D1 および巨 D3 について詳しくは、ブルーレイ 
ディスクプレーヤーまたはプルーレイディスクレ 
コーダーの取掘説明書をご覧ください。 

み TV ボタンの設定によって操作内容び異なります。 
4) CATV チューナーを登録する場合は、この設定を 
おすすめします。 

リモコンに登録した設定を消すときは 

U モコンの音量ーボタン、電源ボタンと TV 
入力切換ボタンを同時に巧す。 

U モコンの設定びお買い上げ時の状態に戻り 
ます。 


就馨 ©WO 

函 •チプ 
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アンプメニューの設 
定をする 


アジプメニ ューを 使ラ_ 

U モコンのアンプメニューボタンを押すと、 
下記の設定びでをます。 

お買い上げ時の設定は下線の項目です。 
level— pSW LEVEL -6, -5 ， ... 日 ，.. 

+ 己 ，+6 

-AUDIO DRC — pMAX 
-STD 
- OFF 


TONE — 「巨 ASS - -6，-己，...日,... 

+己，+6 

-TREBLE - 6,-己，…日，… 

+己，+6 

AUDIO—pA/V SYNC - Qrm, 10ms, 

20ms,... 
190ms, 200 ms 


LDUAL mono — ^MAIN/SUB 



SET - pCTRL: HDMI —— 「ON 

HDMM) LofF 


-VOL LIMIT?) - MAX. 49, 

48,...2, 1, 
MIN 

-SOUND.FIELD の -pAlJTO 

Lmanual 


LPOWER SAVE?) -pOM 

Loff 


SYSTEM-pDIMMER 
-DISPLAY 

-SLEEP — 


ON 
■ OFF 


ON 

OFF 


OFF . 10M ， 

20M,...80M, 

90M 


"詳しくは「"ブラビアリンク"機能」 （34 ページ） 
をご覧ください。 

2) これらの設定は 「CTRLHDMI」 び rONj のと 
をだけ表示されます。 

1 アンプメニユーボタンを押し 
て、アンプメニユー画面を表示 
させる。 

2 <■/ 个を繰り返し押して、設 
定したい項目を選ぶ。 

3アンプメニユーボタンを押し 

て、アンプメニュー画面の表示 
を消ず。 


これか 5 のページはアンプメニューの各設定 
について説明します。 


サブウーファーのレベルを設定す 
る (SW LEVEL ) _ 

サブウーファーのレベルを設定することびで 
さます。 





• アンプ 
メニュ - 


次のページへつづ< 
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1 アンプメニユーボタンを押ず。 

2 个を繰り返し押して 

「 LEVEL 」 を表示させ、色)また 
は ■> を押ず。 

3 个を繰り返し押して rsw 
LEVEL 」 を表示させ、往)また 
は4を押ず。 

4 个/んを押して、ヴブウーファー 
のレベルを設定ずる。 

「-6」占、5「+6」まで、1ずつ設定で 
きます。初期値は「0」です。 

5 アンプメニューボタンを押ず。 

アンプメニュー画面表をび消えます。 


かさい音量でドルビーデジタルサ 
ウンドを楽しむ (AUDIO DRC ) 

サウンドトラックのダイナミックレンジを狭 
くします。かさな音量で映画を楽しむとさに 
便利です 。 AUDIO DRC はドルビーデジタ 
ルの音声にのみ対応しています。 


1 アンプメニユーボタンを押ず。 

2 个を繰り返し押して 

「 LEVEL 」 を表示させ、©また 
は4を押ず。 

3 个 /* を繰り返し押して 

「AUDIO DRC 」 を表示させ、 
©または4を押ず。 

4 个 /* を押して、設定を選ぶ。 

•「 MAX 」 ：信号の幅を最大限に圧縮し 
ます。 

•「 STD 」 ：制作をが意図したよラなダ 
イナミックレンジで音声を再現しま 
す。 

•「 OFF 」 ：信号の幅は圧縮されませ 
ん /。 

5 アンプ メニュー ボタンを巧ず。 

アンプメニュー画面表示び消えます。 


-アンプ 
メニュ- 



1输1010醫爲0 io 一巧心 ：® ID | j 質をの 

I ひ還 0 嘗：四 違をぶ 
"|0る i 01010周切 S ち度る 
|〇る 10101 の P 心 登©™〇 
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音質を調整する 

(BASS 、 TREBLE) _ 

音声のほ域、高域のレベルを簡単に調整する 
ことびでさます。 


映像の遅れに音声を合わせる 
(A/V SYNC) _ 

映像び音声よりち遅れている場合、この機能 
で音声を遅らせることびでさます。 



1 アンプメニユーボタンを押ず。 

2 个/んを繰り返し押して 

「 TONE 」 を表示させ、©また 
は4を押す。 

3 个を繰り返し巧して 

「 BASS 」 または 「 TREBLE 」 
を表示させ、任)または4を押ず。 

4 个を押して、設定を選ぶ。 

r -6 J か5「+6」まで、1ずつ設定で 
きます。初期値は「0」です。 

5 アンプメニューボタンを押す。 

アンプメニュー画面表示び消えます。 



1 アンプメニューボタンを押ず。 

2 个 /* を繰り返し押して 

「 AUDIO 」 を表示させ、任)また 
は4を押す。 

3 个 M を繰り返し巧して 「 A/V 
SYNC 」 を表示させ、@または 
4を巧ず。 

4 个 /* を押して、設定を選ぶ。 

「0」 けら に00」まで、10ずつ設定で 
さます。初期値は「0」です。 

5 アンプメニューボタンを巧ず。 

アンプメニュー画面表示び消えます。 



n 


ごミち意 

• この機能を使ってち、完全に映像とをわせること 
がでをない攝をびありまず。 


次のページへつづ< 
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ウでのィ-ルト 

•の•の•の Q 


•q^'QD'QD 

/〇 /つ'巧 /宙ま 


I シか Zi - 


ナイ K モード 

\ 41 * ( 5 °J *C 6 > t ) 


TV T け巧雷；) 5 
シで夕一入力切あ AV 至思 

〇 〇 Gh^O 


0 0 


扣 GITALI DIGITAL 2川 NER DM 阳 AT 


0 0 

TUNER DM 阳 AT 

0 0 

HDD DISC 

o o 

BS CS 
•輔表 

•の•の.の CD 


0 0 

卜'雨ちで"た 

〇 〇 

?ナ□ブ-巧上-デジ如 


• この機能は同軸入力、光入力および HDMI 入力の 
Dolby Digital 、 DTS 、 MPEG 2- AAC 、 リニア 
PCM C 2 ch ) に働をます。 


AAC とは、目 S デジタル放送や地上波デジタ 
ル放送で採用されている音声ち式です。 

AAC では日.1 ch のサラウンド放送や2ヶ国語 
放送にわ对応しています。 

目 S デジタル放送などの AAC 音声を聞くに 
は、テレビなどデジタルチューナー搭載機器 
側でわ「光デジタル音声出力設定」などで設 
定を行ラ必要があ0ます。デジタルチュー 
ナー搭載機器び、デジタル出力端子から 
AAC 音青信号を出力するよラに設定してく 
ださい。詳しくは、デジタルチューナー搭載 
機器の取扱説明書をご確認ください。 

似上の準備び整った上で、次の操作を行って 
<ださい。 


アンプ 
メニュ ー 


© 


1 アンプメニューボタンを押ず。 


L 个を繰り返し押して 

「 AUDIO 」 を表示させ、往)また 
は4を押ず。 

3 个を繰0返し}甲して 「DUAL 
MONO 」 を表示させ、任)また 
は4を押ず。 

4 个を押して、設定を選ぶ。 

•「 MAIN / SUB 」 （ま/副）：左スピー 
力一から主音声、ちスピーカーから 
副音青を同時に再生します。 

•「 MAIN 」 （を音声）：を音声のみを再 
生します。 

• rsuB 」 届1」音声）：副音声のみを再 
生します。 

5 アンプメニューボタンを押ず。 

アンプメニュー画面表示び消えます。 


AAC (2 ヶ国語放を）を楽しむ 
(DUAL MONO) 


lo’KSIDII 泛餐の 




61211 愛 ©™ ◎ 
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アンプメニューボタンを押す。 

个を繰り返し押して 
「 SYSTEM 」 を表示させ、を)ま 
たは ■> を押ず。 

个を繰り返し巧して 
「 DISPLAY 」 を表示させ、 
©または ■> を巧ず。 

个を押して、設定を選ぶ。 

•「ON」 ：甫時、表お窓を点なします。 

• rOFFJ :本機を操作したときに、数 
巧間表お窓を点打します。 

ごを意 

•「DISPLAY」 び rOFFJ に設定され 
ていてち、 PROTECT 状態のとさ 
は、表示窓は常時点なします。 


巧のぺージへつづ< 


表示窓の設定を変更することびでさます。 



アンプ 
メニュ- 




表示窓の明るさを2段階で調節することがで 
さます。 



1 アンプメニューボタンを押ず。 

2 个を繰り返し押して 

「 SYSTEM 」 を表示させ、©ま 
たは4を押ず。 

3 个を繰り返し巧して 

「 DIMMER 」 を表示させ、這)ま 
たは ■> を押ず。 

4 个を押して、設定を選ぶ。 

• roNj :表示窓の明るさび暗くなり 
ます。 

• rOFFJ :通常状態。 

5 アンプメニューボタンを巧ず。 

アンプメニュー画面表示が消えます。 


本保表示の明るをを調節する 


表示窓の設定を変える 

(DIMMER) 


(DISPLAY) 


12 3 4 
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アンプメニユーボタンを押ず。 

个を繰り返し押して 
「 SYSTEM 」 を表示させ、@ま 
たは4を押ず。 

个を繰り返し押して 
「 SLEEP 」 を表示させ、径)また 
は4を押ず。 


アンプ メニュー ボタンを押ず。 

アンプメニュー画面表示び消えます。 


音楽などを聞をなび S お休みになるとさ、設 
定した時間に本機の電源を切ることびできま 
す。時間は10分間隔で設定することびでき 
ます。 


4 


个を押して、設定を選ぶ。 

ボタンを巧すごとに、設定時間び切0 
換わります。 

OFF -HH.10M -HH. 20M 


90M 


80M 30M 


0アンプメニューボタンを押ず。 

アンプメニュー画面表示び消えます。 

ごを 意 

• ス IJ ープタイマーは本機にだけ適用されます。本 
機につないでいるテレビや他の機器には使えませ 
ん /。 


—アンプ 

メニユ- 



スリープタイマーを使ラ 
(SLEEP) 


12 3 


I 谓|0|0醫爲01〇 巧心： 0 ID i 質§の 
I ひ I 攝 曾ミ：畜ち霉 
" IO る i 010 f 0切切の『度る 

|〇る 10101 P P ^ 警©"〇 
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ンを巧して、本機に表示される音亩信号の種 
類を確認する。音声信号の種類びに. Och 」 

や n . ochj と表示されたとさは、ステレオ 
またはモノラル音声のため、サラウンド成分 
び含まれていません。音声信号の種類び 
r 己. ich 」 などと表示されたときは、マルチ 
チャンネル音声ですび、番組和ディスクに 
よっては、サラウンド成分び少ない場合びあ 
ります。 

4ヴウンドフィールドの設定と入力信号によっ 
ては、サラウンド処理び働かないことびあり 
ます （32 ページ)。 

スピーカーか6音が出ない、または音が小 

さし、 

-> 音量+ボタンを巧し、音量を確認する。 

■> 消音ボタン和音量+ボタンを巧して、消音機 
能を辭除する。 

•> サウンドフィールドボタンを巧して、現在の 
サウンドフィールドを確認する。 

-> 音源によってはスピーカーの音響効果び、 
はっさりと目立たない場合びあります。 

-> スピーカーコードび正し<つなびれているか 
確認する （14 ページ)。 

サブウーファーの音び出ない 

•> ディスクによっては、スピーカーからしか音 
び出ないちのびあ0ます。 

テレビの音芦び映像よ0遅れる 

->「 A / VSYNC 」 び「10 ms 」 から「200 ms 」 
のあいだに設定されているとさは 、 [AN 
S 丫 NC 」 を「日 ms 」 に設定するほ1ぺ一 
ジ)。 


つないだ機器 


どの機器を選んでち音が出ない、または音 
が小さい 

-> 本磯とそれぞれの機器び正し<つなびれてい 
るか確認する。 

-> 本磯とつないだ機器の電源びオンになってい 
るか確認する。 

: 欠のページへつづぐ 
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その他 


巧障かな？と思った 
6 

本機の調子びおかしいとさ、修理に出す前に 
わラー度点検して<ださい。それでわ正常に 
動作しないとをは、お買い上げ店またはソ 
ニーヴービス窓□、ソニーの相談窓 □ (裏表 
紙）にお問い合わせください。 

全腹 

電源が入6ない 

4電源コードびしっかり差し込まれているか確 
認する。 

本機の表示窓に 「 PROTECTOR 」 と 
「PUSH POWER 」 が交互に表示される 

1 /( 1 ) (電源）ボタンを巧して電源を切り、 
「 STAND 目丫」が消えたら 1；(下 の項目を確認 
する。 

今本磯の通風孔びふさびっていないか確認す 
る。 

上記の項目を点検し、電源を入れる。それで 
ち正常に動作しないとさは、お買い上げ店ま 
たはソニーサービス窓□、ソニーの相談窓 □ 
(裏表紙）にお問い合わせください。 

Dolby Digi ね I や DTS のマルチチャンネル 
の音声が再生されない 

今ブルーレイディスクや DVD などを再生してい 
るときは 、 Dolby Digital や DTS フオーマツ 
卜の音声を選んでいるか確認する。 

-> つないだ機器のオーディオ設定（音声出力設 
お）を確認する。 

サラウンド効果が得6れない 

今他の機器の入カボタン （ TV 、 BD 、 DVD 、 
SAT / CATV、DIGITAL 1 、 DIGITAL 2、 
TUNER 、 DMPORT ) を押し、一度入力を 
切り換えてから、再生したい機器の入カボタ 


圓まま 





選んだ機器か 6 音び出ない 

今つないだ機器び、本機の音声入力端子に正し 
くつなびれているか確認する。 

今つないだ機器と本機のコードび、端子の奥ま 
でしっかり差し込まれているか確認する。 

今本機でつないだ機器び正しく選ばれているか 
確認する。 

今音量び最大のとさに、ディスクをつづさ再生 
すると、音び出ないことびあります。このと 
きは、音量をかさくしてか6、本機の電源を 
切0、電源を入れて<ださい。 

音が途切れたり、ノイズが出る 

今「本機で対応するデジタル入カフォーマット」 
を確認するほ9ページ)。 

テレビ画面に映像が出ない、または明瞭で 

ない 

4本機でテレビび正しく選ばれているか確認す 
る。 

今テレビをビデオ入力などの該当する入カモー 
ドに設定する。 

4テレビをオーディオ機器から離す。 

今対応フォーマット政外の映像信号び入力され 
ると、画像び乱れることびあります。 

HDMI に入力しているソースの映像が本機 

につないだテレビか6出ない 

今 HDMI 接続を確認する。 

今つないだ機器によっては、機器側で設定び必 
要な場合びあります。お使いの機器の取捉説 
明書をご覧ください。 

今 High Speed HDMI ヶープルをご利用下さ 
し 、。 Standard HDMI ケーブルの場合、 

1日8日 P の映像び正しく表示できない場合びあ 
ります。 


HDM 瞧お制御 

"プラビアリンク"を使用中、次のよラな問 

題び発生した場合は、料下の方法をお試し< 

ださい。 

HDMI 機器制御機能が働かない 

今 HDMI 接続を確認する （1 日ページ)。 

今 アンプ:> (ニューで 「 CTRLHDMU び 「 ON 」 
に設定されていることを確認する。 

-> つないだ機器び HDMI 機器制御機能に対応し 
ていることを確認する。 

-> つないだ機器の HDMI 機器制御の設定を確認 
する。お使いの機器の取扱説明書をご覧<だ 
さい。 

-> HDMI 接続を変更したとさや、本機の電源 
コードを抜さ差ししたとさ、また、停電び 
あったとさは、「"プラビアリンク"の準備を 
する」 （35 ページ）の手順を再度斤ってくだ 
さい。 

今 HDM 騰器制御機能に対応していない機器を 
テレビにつなざ、その機器の入力をテレビで 
選んだ場合、本機び正しく動作しないことび 
おじます。 

本機とテレビの両ちか6音び出ない 

今本磯またはテレビの音量を確認する。 

4本磯の入力び正しく選択されているかを確認 
する。 

本機とテレビの両ちか6音が出る 

今 HDMI 磯器制御機能びオフ（切）のとをや、 
選んだ機器び HDMI 機器制御機能に対応して 
いないときは、本機またはテレビを消音す 
る。 

電源オフ連動機能が働かない 

今テレビの電源を切ると、つないだ機器の電源 
び自動的に切れるよラに、テレビの設定を変 
要してください。詳しくは、お使いのテレビ 
の取扱説明書をご K ください。 


テレビに映像が出ない 

4本磯の HDMI 入力端子と HDMI 出力端子を逆 
につないでいないか、確認する。 
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テレビ画面に、音声の出力方法が本機のス 

ピーカーか6テレビのスピーカーへ変更さ 

れました、と表示される 

-> デジタルメディアポートび選ばれていると、 
システムオーディオコント□ール機能は働さ 
ません （37 ページ)。 

本機が電源スタンバイのとき、テレビに映 

像と音青が出ない 

■> 本磯び電源スタンバイのとさに、テレビへ出 
力される映像と音声は、本機の電源を切る前 
に最後に選ばれていた HDMI 入力の信号で 
す。視聴したい機器び、最後に選ばれていた 
HDMI 入力と異なる場合は、機器の再生を開 
始して、ワンタッチプレイを実行するか、本 
機の電源を入れて HDMI 入力を選び直してく 
ださい。 

-> "ブラビアリンク"に対応していない機器を 
接続している場合は、アンプメニューで 
「POWER SAVE 」 び 「 OFF 」 に設定されて 
いるか確認する （39 ページ)。 


これ6の処置をしてち正常に動作しないと 
きはーリセット 

本機のボタンを使って、下記の手順で操作し 
ます。 

11/の（電源）ボタンを押して電源を入れ 
る。 

2本機の INPUT SELECTOR ボタン、 
VOLUME - ボタン、1/の（電源）ボタン 
を同時に押す。 

表示窓に 「COLD RESET 」 と表おされ、アン 
プ方ニューやサウンドフイールドなどびお買い 
上げ時の状態に戻ります。 


その他 


リモコンが機能しない 

4 U モコンを本磯の U モコン覺光部（回）に向 
けて操作する。 

-> U モコンと1」モコン受光部との間に障害物を 
置かない。 

4電池びちい場をは、すべての電池を新しいち 
のに取り誓える。 

■> 本磯の1」モコンの入カボタンを巧して、操作 
したい機器を選ぶ。 

音声の出力ち法をテレビのスピーカーか6 

本機のスピーカーに変更したときに、音量 

が下がる 

-> 音量制限磯能び働いています。詳しくは、 
「音量制限機能を使ラ」 （38 ページ）をご幫< 
ださい。 


圓まま 
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保証書とアフター 
ヴービス 

巧話書 

• この製品にはな証書び添付されていますの 
で、お買い上げの際お買い上げ店でお受け 
取り < ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめ 
のラえ、大切に保をしてください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より "1 年間で 
す。 

アフターサービス 

調子が悪いときはまずチェックを 

この説明書の「故障かな？と思った5」 （5 己 
ページ）の項を参考にして、故障かどラかを 
点検してください。 

それでち具合の悪いとさはサービス窓□へ 

お買い上げ店、または添付の「ソニーご相談 
窓口のご案内」にあるおくの ソこーサービス 
窓口にご相談ください。 


部品の保有期間について 

当社では、ホームシアターシステムの補修用 
性能部品（製品の機能を維持するために必要 
な部品）を、製造打ち切0媛8年間保有して 
います。この部品な有期間を修理巧能期間と 
させていただをます。保有期間を経過した媛 
わ、故障箇所によっては修理可能の場合びあ 
りますのでお買い上げ店か、サービス窓□に 
ご相談 < ださい。 

ご相談になるとさは、次のことをお知5せく 
ださい。 

• 型名： HT - FS 3 
• 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• つないでいるテレビやそのイ也の機器の;>< 一 
カー名と型番： 

• 購入年月曰： 

• お買い上げ店： 


部品の交換について 

この製品は、修理の際に交換した部品を再 
生、再利用する場合びあ0ます。その隙、交 
換した部品は回収させていたださます。 


保証期間中の修理は 

保註書の記載内容に基づいて修理させていた 
ださます。詳しくは、な註書をご覧くださ 
い。 


保証期間の経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要 
望により有料修理させていたださます。 
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HDM 旧 B 

コネクター HDMI ™ コネクター 
ビデオ入出力巨 D 、 DVD 、 SAT/CATV : 

640 X 480 p 、 60 Hz 
720 X 480 p 、59.94/60 Hz 
1280 X 720 p 、59.94/60 Hz 
1920 X 1 日 8 日し 59.94/60 Hz 
1920 X 1080 p 、59.94/60 Hz 
720 X 576 p . 50 Hz 
1280 X 720 p 、5 日 Hz 
1920 X 108日し 50 Hz 
1920 X 1080 p 、50 Hz 
1920 X 1 日 8 日 p 、24 Hz 

オーディオ入力 

巨 D 、 DVD 、 SAT/CATV : 

リニァ PCM (最大 7.1 ch)/Dolby 
Digital / DTS/AAC 

チューナー部 

回路方式 PLL デジタル周波数シンセサイヴー 

クオーツ□ック方式 
FM チューナー部 

受信周波数 76.0-90.0 MHz 

(100 kH 之間隔） 

アンテナ ワイヤーアンテナ75 Q 、 不平衡型 

中間周波数 10.7 MHz 

AM チューナー部 

受信周波数 531-1 ，目02 kHz (9 kHz 間隔） 

アンテナ ループアンテナ 

中間周波数 450 kHz 

スピーカー （ SS - FS 3) 

お式 フルレンジスピーカーシステム 

バスレフ型 
使巧スピーカー 

65 mm コーン型 
定格インピーダンス 
4 0 

最大外形寸法（約） 

102 mm X 163 mm x 77 mm 
(突起部分を含む）（幅/高さ/奥行 
さ） 

質量（約） 0.55 kg 

サブウーファー （ SA - WFS 3) 

お式 サブウーファーシステム 

バスレフ型 
使巧スピーカー 

130 mm コーン型 
定格インピーダンス 
2 Q 

最大外形寸法（約） 

212 mm x 374 mm x 364 mm 
(幅/高さ/奥行を） 

質量（約） 8.9 kg 


次のぺージへつつ< 
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まな仕様 


本機で巧応ずるデジタル入力 
フォーマット 

本機で対応するデジタル入カフォーマットは 

下のとお0です。 

フオーマット 

対応/非対応 

Dolby Digital 

O 

DTS 

o 

MPEG 2 -AAC 

o 

U ニア PCM にかい 

o 

U ニア PCM (5.1 ch 、7.1 ch ) 
( HDMI のみ） 

* o 

Dolby Digital Plus 

X 

Dolby True HD 

X 

DTS-HD 

X 


* U ニア PCM は、48 kHz 料下のヴンプ U ング周波 
数に巧応します。 


アンプ部 

実用最大出力排同時駆動、 JEITA *) 

フ□ント部：100 W +100 W 、 

4 Q 

サブウーファー部： 200 W 、2 Q 、 
100 Hz 

* J 曰 TA (電子情報技術産業協尝）による測定値で 
す。 

入力端子（アナ□グ） 

TV 入力感度： 550 mV 

インピーダンス： 33 kQ 
入力端テ（デジタル） 

TV、DIGITAL 1光 
DIGITAL 2 同軸 


ま苗 



-般 

電源 AC 100 V . 50/60 Hz 

消費電力 電気用品安全まによる表示： 

9己 W 

HDMI 機器制御びオフ（切）のと 
き（スタンバイ状態のとき）： 

日.3 WOT 

電源出力 

(デジタルメディアポート） 

DC OUT :己 V 、700 mA 

本機は rj に C 61000 -3-2 適合品」でず。 

仕様および外観は、改良のため、予告な<変更する 
ことびありますが、ご了承<ださい。 


用語解説 

ドルビーデジタル 

ドルビーラボラト U —ズ社の開発した音声の 
デジタル圧縮技術。 5.1 チャンネル-ヴラウ 
ンドに対応している。サラウンドチャンネル 
はステレオになり、サブウーファーチャンネ 
ルは独立して出力される。ドルビーデジタル 
シネマ音声ち式のよラな高水準のデジタル音 
声を 5. 1チャンネルで楽しむことびでさる。 

全チャンネルが完全に分離した状態で記録さ 
れるのでチャンネル間セパレーシヨンび良 
く、すべてデジタルで受け渡しされるので劣 
化しにくいといラ特長がある。 

ドルビープ□□ジック II 

ドルビープ□□ジック川ま2チャンネルソー 
スを5チャンネルで全帯域再生す る。 それを 
行ラのび、ソースにない音や音の色付けを加 
えることなく、才 U ジナル録音の空間的特質 
を引さ出す先進的で高音質のマト U ックスサ 
ラウンド デコーダである。 

AAC 

目 S デジタル放送で標準に定められたデジタ 
ル音亩方式。「アドバンスド-オーディオ- 
コーデ ィング (Advanced Audio 
Coding )」 の略で、高い圧縮率で音楽 CD 並 
みの音質を実現する。 

DTS 

DTS 社の開発した音声のデジタル圧縮技術。 
5.1 チャンネル-サラウンドに対応している。 
サラウンドチヤンネルはステレオになり、ヴ 
ブウーファーチャンネルは独立して出力され 
る。高水準のデジタル音亩を 5.1 チャンネル 
で楽しむことびでさる。全チャンネルび完全 
に分離した状態で記録されるのでチャンネル 
間セパレーシヨンび良く、すべてデジタルで 
受け渡しされるので劣化しにくいといラ特長 
びある。 
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HDMI ( High-Definition Multimedia 
Interface ) 

パソコン用ディスプレイなどで使用されてい 
る DVI (Digital Visual Interface ) 規格を 
拡張した次世代テレビ向けのデジタルイン 
ターフェース規格。映像と音声を1つのケー 
ブルで、信号びデジタルのまま、劣化するこ 
となく伝送でをる。デジタル画像信号の暗号 
化記述を使用した著作権保護技術である 
HDCP にも対応している。 

PCM 

アナ□グ音靑をデジタル音声に変換する方 
式 。 Pulse Code Modulation (パルス- 
コー ド. モジュレーション） の略で、手軽に 
デジタル音靑を楽しむことがでさる。 

S-Force PRO Front Surround 

ソニーびこれまで蓄積してをた膨大な音響 
データを解析し、独自の DSP 技術を加えて 
開発したフ□ントサラウンドの技術。音像の 
距離感、空間性をよりお実に再現することが 
可能となり、後方にスピーカーを置くことな 
く、前方のスピーカーだけでにびりのあるヴ 
ラウンドを楽しむことがでさる。 

S-Master 

ソニーが独自に開発したデジタルアンプ技 
術。従来のアナ□グアンプに比べ、原 S 的に 
ゼ□ク□ス歪みが発生しない点をはじめ、高 
効率で発熱びかないため、ル型化が容易であ 
るなど、数々の特長を備えている。 

x . v.Color 

" x . v . Color — とは、 xvYCC 規格に対応し、 
従来政上の広色域表現が可能な機器に付す名 
称としてソこ一が提案している商標で、 
xvYCC 規格とは、ビデオ映像信号の色空間 
の国隙規格のひとつ。現行の放送などで使わ 
れている規格より広い色夥が表現でをる。 
今までは表現でをなかった鮮やかな花の色 
や、南国の海の美しい青緑色などを、より忠 
実に表現することび巧能になる。 


圓まま 
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索引 


お行 

アンフメニュー49 
衛星放送チューナーまたはケー 
プルテレビチューナーをつ 
なぐ17、19 

オートジャンルセレクター37 
宣声を遅らせる己1 
言量制限機能38 

か行 

画面表示43 
高宣域調整51 

を巧 

サウンドフィールド32 
サブウーファーレベル調整49 
消音27 
省電力機能39 
ス U —プタイマー54 
設置10 

た行 

ダイナ S ックレンジ圧綱5日 
ほ宣域調整己1 
デジタルメディアポート30 
デジタルメディアポートアダプ 
ターを つなぐ24 

な巧 

ナイトモード33 

は行 

表示窓26 

表示窓の明るさ調節53 
表示窓の設定53 
"ブラビア IJ ンク " 34 
プルーレイディスクプレーヤー 
(レコーダー）をつなぐ17 
"プレイステーション 3" をつな 

ぐ17 


S 巧 

ラジオ 

聞く 42 

登録した放送局に名前をつ 
ける43 

放送局を登録する41 
U モコン 

操作する27、44 
登録する48 
電池を入れる9 

A-Z 

AUDIO DRC 己日 
A/VSYNC 己1 
BASS 51 
DIMMER 53 
DISPLAY 己3 
DUAL MONO 52 
DVD プレーヤー(レコーダー) 
をつなぐ17、 19 
HDMI 機器制御機能34 
HDMI でつなぐ15 
SLEEP 己4 
SW LEVEL 49 
TREBLE 51 
2ケ国語放送己2 
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ブラビアリンクガイドページ 

ブラピアリンクの接続や対応機器などに関す 
る情報は、下記ホームページで確認でをます。 
http :// www . sony . jp / bravialink / 


ぶ < あるお問い合わせ、窓□受付時間などはホームページをご活用 < ださし、。 


http://www.sony.co.jp/support 


巧い方相談な口 

■ ( i 巧巧設'如 

フリーダイヤル 

0120 -333-020 

フリーダイヤル 

0120-222-330 

携帯電話- PHS - —部の IP 電話 

0466-31-251 1 

携帯電話‘ PHS ’ 一部の IP 電話 

0466 -31-2 己31 

《巧巧説巧書‘ 1」モコン等の應入ネ目談は 
こちらへお問い合0せください。 

FAX (巧巧） 0120-333-389 

♦ 


上記ま号へ接続を、最巧のガイダンスび流れている間に 

r306j+r#j 

を巧してください。直接、担当窓口へおつなぎします。 


ソニー株式会社 〒1 08-0075 東京都港区港南1 -7- 1 


圍圓圓国 111 Bill 
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